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マーラー《嘆きの歌》改訂における少年の声の存在

井上博子

はじめに

カンタータ《I災きの歌》は、グスタフ・マーラーGustavMahler(1860～1911)が18歳のときに、

作曲に着手した作品である。マーラーは、ウィーン音楽院の学生として学んでいた最後の年である

1878年から1880年にかけて、グリム兄弟の『子どもと家庭のための童話集』Kinder-undHausmd

rcﾉxen(KHM)からの「歌う骨」DersingendeKnochenや、ルートヴィヒ・ベヒシュタインLudwig

Bechsteinの『新ドイツ・メルヒェン集』NeuesdeutscﾉtesMar℃henbucﾉlの中の「嘆きの歌」Das

klagendeLiedをもとに台本を書き始め、1880年11月1日、20歳のときに完成した。

初稿は、大人数のオーケストラ、舞台裏のオーケストラ、成人ソリストSoli:Sopran,Alt,

Tenor,Bariton、混声合唱GemischterChor、少年ソプラノKnabensopran、少年アルトKnabenalt

を必要とし、1．森の童話Waldmarchen，2．吟遊詩人DerSpielmann、3.婚礼の音楽

Hochzeitsstiickの3部からなる大規模な構成であった｡'）

《嘆きの歌》は、楽友協会主催懸賞金付き作曲コンクール「ベートーヴェン賞」に応募されたが、

ヴァーグナーに心酔し、当時ウィーン音楽院の教授であったブルックナーとも親しく、2人から大き

な影響を受けていると受け止められていたマーラーの作姉は、ブラームスやハンスリックなどの保守

的な審査員には受け入れられなかった。

落選が不本意であったのか、作品として満足出来なかったのか、マーラーは、初稿に大幅に手を入

れる。1880年の初稿完成後、1888年から1893年の間に最初の改訂（第2稿）が、1898年から翌

1899年までの間に2度目の改訂（最終稿）がなされた。マーラー自身もこの《嘆きの歌》を自分の

作品第1号と考えていて、初期の作品であると言われることが多いが、初演は、初稿完成から実に

21年後の1901年2月17日、マーラーの指揮で、ウィーン・ジングアカデミーとウィーン・フィル

ハーモニー管弦楽団によって、最終稿で行われた。

最終稿では、第1部を削除し、第2部と第3部の標題をなくして、単にI、Ⅱとし、オーケストラ

や声楽パートの大幅な改編と共に、少年の声が削除された。Adlibitum:Knabenstimme(Alt)、即

ち、「少年アルトは、演奏家の自由に」と指揮者の判断に託されたのである。ところが1973年に、削

除されていた第1部の楽譜が出版されてからは、最近では、第1部を復活させた初稿で演奏されるこ

との方が多くなった。初稲の注には、DieKnabensolisingeneineeinzigeRolle;ienachden

UmfangenderverfiigbarenStimmenkanndieseauchaufmehi-ereKnabenverteiltwerden.と

あり、少年の声の存在を特別のものと捉え、可能ならば必要に応じてもっと多くの少年の声を増やす

ことができるとなっている。また、スコアの表記は、Knabensopran、Knabenaltとなっているが、
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｢妓終袖では少年合唱が削除された」と記述されている解説も時折'三|にする。ウィーン少年合唱団は

8人で発足したというから、例え数人であれ「少年合唱」という表現も誤りとは言えないが、本論文

は、初稿では亜要な場面で度々薙場し、亜用されていた少年の声が、第2稲以降、何故削除されたの

か、削除によって何がどのように変わったのか、削除の意味するものは何であったのか、音楽的効果

はどのように変わったのか、マーラーの意区|は、どこにあったのか、そして現ｲ|§は、初稿による3部

構成で演奏されることが多くなったのは何故かを探るものである。

1．作曲者グスタフ・マーラーとカンタータ《嘆きの歌》

(1)グスタフ・マーラーと少年合唱

19世紀から20世紀初頭にかけてドイツやオーストリアで、指揮者として、作[Ill家として、音楽界

に大きな足跡を残したマーラーは、多くの歌劇場指揮者として、ヴァーグナーなどの舞台音楽芸術の

演奏に力を注ぎ、その地位を築いた。生存中は、作曲家としてよりは指抑者としての評価の方が高かっ

た。マーラーの交響曲は、大規模で合唱を伴うものが多く、半数以上の作品を合唱付きとしている。

柴田南雄は、それを「マーラーを理解することの意味｣、そして「交瀞lit!における声の復権」として、

次のように述べている。

マーラーの汗楽は、われわれに符弦楽とは何か、交響[Illとは何だったのか、と語りかけてくる｡

ソナタ形式という枠組みの意味も、じつはベートーヴェンのような典型的なものだけを見ていた

のでは分からない。マーラーを鑑尚し、観察することで、古典におけるそれらのあり方が分かっ

て来るし、古典青楽の構造そのものの意味も明らかになって来る。マーラーの理解と鑑賞は、だ

から、占典とは何か、何だったかを問う行為でもあり、音楽史を新たな視座から見直すことでも

ある。マーラーの音楽は、それ自体まさにメタ・ミュージックである。

それはまた、交響曲における声の復権でもある。ベートーヴェンが「第九jで暗示した声と器

楽の深い結合の再成就でもある。近年のマーラー「ブーム」の秘密もそこにあると言えるかもし

れない。元来17世紀には、シンフォニア、つまり交響曲とは声と楽器が「響き合う」曲種を指

していた。その伝統は長く失われたままになっていた。ベートーウェンの「第九」は唯一の、聖

なる例外であり、それを敢えてwしたのはリストの「ファウスト交響曲」「ダンテ交響曲」くら

いのものだった。マーラーは自作の交響曲のほぼ半数に、独IlHや合''ハを加えた。その頂点に第8

番「千人交郷[Ill」がある。2）

少年の声や少年合唱は、《I災きの歌》だけではなく、交響曲第3番、第8瀞に起用されている。一

般的にボーイソプラノといえば「天使の声」と表現され、ウィーン少年合唱団に代表されるような

｢美しい声」の象徴として使われることが多い。ボーイソプラノの魅力は、「その声が許される人生の

一時期」だけの、やがて消えていく無附のものであるが故に、客観性を求める貯楽表現を必要とする

ときや、この世のものではないﾉ超現実性を表現したいときに用いることによって、その効果を高める

ことができる点にある。少年合唱は決して「大人の合唱の雛形」ではないし、汗城がI可じだからといっ

て「女声合I'丹」の代祷でもない。大規模オーケストラと共に、大人の合唱と子どもの合唱が共演する

形態の音楽では、少年の声質の滴澄さが求められているのであり、ただ>}iに背域だけの問題ではなく、
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マーラーが、《嘆きの歌》《交響曲第3番》《交響曲第8番》に少年の声や少年合唱を起用したのは、

大規模な編成と大人から子どもまでという幅広い年齢届の参加者による、多彩で堆腿な響きを求めた

からであろう。

(2)カンタータ《嘆きの歌》

マーラーは、《I災きの歌》の完成を大きな脚びをもってエーミール・フロイント:!)に報告している。

僕のメルヒェンのtillはついに定成した－まったくもって難産の子だったよ、1年以上もそれ

に取りかかっていたことになる－その代わりいささかまともなものが出来上がった。次になす

べきことは、つまり、ありとあらゆる考えられるかぎりの手立てを尽くしてこのIII!を上演するこ

とだ｡．‘）

自ら「作品l」と呼び、「次になすべきことはこの曲の上演」と、強い思い入れを持っていたが、

落選の憂き目を見たマーラーの落胆は大きかった。ナターリエ．バウアーーレヒナーの記録によれば、

マーラーは、1898年4〃に、次のように彼女に語った。

もし、ブラームス、ゴルトマルク、ハンスリック、リヒターらからなる音楽院の審査委員会が、

当時僕の《嘆きの歌》に600グルデンのベートーヴェン賞をあたえていたら、僕の全生涯は違っ

た方向に進んでいただろう。－そのとき僕は《リューベツァール》の仕1Ifをしていた。－僕

は、ライバッハに行かなくてもよかっただろうし、たぶんこの忌まわしいオペラの経歴全体を免

れていただろう。しかし、ヘルツフェルト氏が作曲の1等尚をとり、ロッ|､と僕は何ももらえな

かった。ロットは絶剃し、それからすぐに気が狂って死んだ。そして僕は、地獄のようなオペラ

の生活に運命づけられたのだ。（それは今後も変わらないだろう。）5）

無念の,思いをこのように吐露したときは、初稿の完成から既に18年を経過していた。完成時の願

いとは裏腹に、初演にこぎ満けるまでに実に21年を要している。1893年8月28iIには、次のよう

に語っている。

このいちばん岐初の作Ill'lは、すでにすこぶる独nIJ的ではあるが、ただ、少し肥大しすぎていて、

内容過多なところがある。飾りが多すぎるのだ。僕は後にそれを取り上げて、大幅に修正したん

だけどね。でも僕は、こうした飾りの類から脱却しすぎるわけにはいかなかった。というのは、

そうすると主要なラインが消えてしまうからだ｡‘”

着手以来、初演を迎えるまで、マーラーはこのような思いを抱き続け、「飾り」の部分もまた「主

要なライン」を椛成する嬰衆のひとつであると捉えていたことが窺える。台本は前述のようにマーラー

自身がグリムとベヒシュタインのメルヒェンを下敷きにして許いた。カンタータ《I塊きの歌》初稿の

物語のあらすじは、以下のとおりである。
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第1部あるところに誇り商い王女がいた。森に咲いている赤い花を見つけたものが王女と結婚す

ることができる。2人の兄弟が花を探しに出かけた。穏和な性格の弟が花を見つけて帽ヨ

に花をさして眠っているところに兄が来合わせ、兄は弟を殺害して花を稗った。

第2部弟が眠る柳の木の側を吟遊詩人が通りかかり、小さな骨が光っているのを兇つけた。吟遡

詩人はその骨で笛を作り、唇に当てると、その笛は鳴り出した。「1本の花のために兄I;

私を殴り殺した、兄は王女に求州した、おお悲し1人吟遊詩人は、その笛を桃えて城勿

向かった。

第3部吟遊詩人が広間に入ると、笛はひとりでに鳴り出した。「1本の花のために兄は私を殴I

殺した、兄は王女に求幡した、おお悲し！」。王は王座から飛び上がり、古い城壁は崩オ

落ち、王の広間の光はft'jえた｡71

マーラーが、下倣きとしたグリムとベヒシュタインの物詔はどのようなものであったか、次頃で2

つの作品について概説する“

2．2つの童話集

(1)グリム兄弟と『子どもと家庭の童話』

マーラーがもとにした「歌う''1．」が収められている『子どもと家庭の童話』は、いわゆる「グリム

童話」として親しまれている、ヤーコプ・グリムJacobGrimm(1785～1863)とヴイルヘルム・グ

リムWilhelmGrimm(1786～1859)の兄弟によって編纂されたドイツの童話集である。1800年代

に中部ドイツの小さな村々でグリム兄弟が集めた童話の数々は、1812年の初版から1857年の7版ま

で版を重ねた。第7版には岐終的に210話がまとめられ、「歌う骨」は第28番目に掲赦されている。

グリム兄弟は、4人兄弟の長男、次男としてフランクフルト近郊の町ハーナウに生まれた。グリム

兄弟は幼い頃に父を失うが、母の強い勧めがあって、苦労をしながら父と同じマールブルク大学に進

み、サヴィニー教授に出会う。サヴィニー教授の強い影響を受け、兄ヤーコプは、文学を研究するきっ

かけを得た”弟ヴイルヘルムは、兄と共に口承文学の収集やドイツ語辞典編纂の仕耶に桃わった。

「歌う骨」のあらすじは以~ドである”

「股民に多大な被害を与えているイノシシを退治した者には、王女を妻として与える」という

王のお触れが出され、2人の兄弟が名乗りを上げた。兄は校賢く巧妙で、弟は純真で真面目だ宅

た。弟は森で出会ったこびとから不思議な力を持つ黒い槍を贋い、その槍で見1＃にイノシシをil

治する。しかし、兄は弟に棚の上で襲いかかって殺害し、イノシシを自分のものにすると、王女

を妻として受け取った。

年月が過ぎて、羊飼いが怖の下で白い'itを見つけ、それで角笛の歌口を作り、吹いた。すると

角笛はひとりでに、「あなたは私の'i'iを吹く、私の兄は私を殺して橋の下に埋めた、イノシシを

手に入れ、王女と結婚するために」と歌い出した。それを聞いた王はすべてを理解し、橋の下を

掘り起こさせ、悪い兄は、袋に縫い込まれて溺死させられ、弟の骨は教会の皇地に安らかに安侭

された。H）
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3ページ足らずの短い童話で、ことがらの経緯が簡潔に述べられており、笛の歌は1度歌われる。

(2)『新ドイツ・メルヒェン集』とルートヴィヒ・ベヒシュタイン

『新ドイツ・メルヒェン集』は、ルートヴイヒ・ベヒシュタイン(1801～1860)による童話集であ

る。1845年､ベヒシュタインは『ドイツ童話集』DeutschesMaﾉ℃ﾉle"伽c/lを出版し、童話集は人気

を得て版を重ねた｡このように人気を得ることが出来たのは、1812年に出版されたグリム壷話の高

い評価によって、茄話への要ﾉ|とが間まっていた時期であったことと、ルートヴィヒ・リヒターの挿絵

の素晴らしさがftl乗効果をもたらし、好条件が亜なった結果であったともいえるが、学問的業績を目

指すというよりは、人間性を育み、道徳性を養うための童話を杏くことに亜きをおいていた。i85e

年に『新ドイツ亜話集』が出版され、「嘆きの歌」は、第3番'二|に褐,奴されている。「嘆きの歌」Das

klagendeLiedのあらすじは以下のようなものである。

亡くなった王の跡継ぎを決めるため、王妃は娘（姉・王女）と息子（弟・王子）に、赤い花を

見つけてくるようにと、森へ行かせた。姉が花を見つけ、手に持って眠っているところへ弟が染

合わせ、姉を殺害して森の中に埋め、花を奪って城へ戻った。王妃は行方のしれない王女を思↓

嘆き悲しんだ。

年月が過ぎて、羊飼いの少年が雪のように白い骨を見つけて笛を作った。縮を唇にあてると

笛は歌い出した。「お前は私の''1を吹いている、私の弟は私を殺して花を稗った、このことは、

お前の口によって広められるべきだ｣。そこを通りかかった騎士の楽士が、その笛を是非とも誠こ

て欲しいと言い、騎士の楽士は、その笛を全ての領地で旗奏した。その11隙は広まり、ついに城ハ

招待される。騎士が城に行き、若い王の前で演奏すると、王は震え始め、王冠は頭から転がり澱

ち、王座から落ちて顔を強打した王は、老王妃の腕の中で,息､絶える。老王妃は、笛を壊した｡"）

童話は7ページにわたっており、森の中、王の広間の様子、登場人物の心情などが叙述され、笛α

歌は数度繰り返される。

3．マーラー《嘆きの歌》とグリム、ベヒシュタインの比較

下記表が、グリム「歌う'汁｣、ベヒシュタイン「嘆きの歌｣、マーラー《嘆きの歌》を比較したもα

である。

グリム兄弟(KHM)

｢歌う'it.

DersingendeKnochen

ルートヴィヒ・ベヒシュタイン

｢嘆きの歌」

DasklagendeLie

グスタフ・マーラー

《嘆きの歌》

DasklagendeLie

主
人
公

兄と弟

兄は校贋く巧妙

弟は純真で典而「

姉と弟

姉弟の年齢は不詳

姉は悪気なく無邪気

弟には支配欲の芽生え

兄と弟

兄は悠態をつくだけの乱暴者

弟は気品があり穏和
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物
語
の
経
綿

イノシシが領地に被害をもたら

すので、王が退治した者に褒美

として王女と結婚させると約束。

こびとが黒い槍を弟に与え、弟

は梢でイノシシを退治する。兄

は′1,川にかかっている橘の上で

弟を襲い、柵の下に転落させる。

弟ばドヘ!'砿然して死ぬ。弟は、

棚の~ﾄﾞ、小川の砂に埋められる。

羊飼いが口い'|‘;･を見つけ、′itで

角怖のマウスヒ。－スを作る。歌

によって真実が明らかになり、

弟は教会の美しい墓地に安らか

に埋葬される。

正亡き後、王位継承権決定のた

め王妃から花を探すように姉弟

は指示される。姉が花を発見す

るが、弟は姉を殺害して森の中

に穴を掘って埋める。弟は花を

持って城に戻り姉とはぐれたと

報告して王位につき人生を猫歌

する。羊飼いの少年が'『|･を発見

して笛を作成するが、騎士の楽

士に縮を譲り渡す。騎士は全領

地を筋を吹いてまわり、歌を広

める。王の広間に呼ばれる。′.1.1.

の笛が真実を歌う。王は王座か

ら蒲ちて息絶える。老王妃は楠

を壊す‘

誇り商い女王の気持ちを勝ち取

り、女王と結婚するため、兄弟

が森へ花を探しに行く。弟が赤

い花を発見し、州子にさして眠

る。弟を見つけた兄は剣を抜

'1

弟は森の中に埋葬されるく

吟遊詩人が通りかかって骨を発

見し、骨の筋を作成する。吟遊

詩人は笛の歌を聴こえるがまま

にし、王の広間へ行く。王の広

間は婚礼の準備が整っていた‘

鯖の歌によって真実を知った客

たちは逃げ去り、広間の光は消

え、城壁は肋iれ落ちた

付
の
笛
が
歌
う
歌

ああ、君は愛する羊飼い、君は

私の小さな骨で1次いている私の

兄は、私を|役り殺し橘の下にi'i!

非した、イノシシを求めて王の

娘のために。

おお、私の羊飼い、お前は、和

の'i'i'を吹いている、私の弟は

私を森の中で殴り殺した、私力

見つけた花を私の手から取り

その花は自分のものだと言った、

彼は眠っている私を殴った蕊を

掘り、私を埋めた、私の弟若かつ

た日に、今やお前の口によって、

広められるべきだ、神と人々a

嘆きであろう

ああ、吟遊詩人、愛する吟遊詩

人私は今訴えなければならない、

1本の美しい花のために、私a

兄は私を打ち殺した、森の中で、

私の肉体は色あせた、私の兄は

可愛い変に求蛎した、おお悲し

おお悲し‘

そ
の
他
の
登
場
人
物

王の一人娘

こびと

王h［

純司いの少年

騎一|:の楽士

女王、吟遊詩人

蛎礼の汗楽の波奏者たち

婚礼の客たち

弟は森の中でこびとから、黒い

械を随う。兄は袋に入れ沈めら

れ る C

羊飼いの少年と騎士の楽士とに

役‘削分担がなされ'ている‘

経紳がm潔に語られる。 森の拙写や広間の祝衝脊楽・鮒

についての叙述が詳しい

森や王の広In]，群たち、演奏者

の様子が揃写されている‘
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マーラーは、「被害者の''1．で作った笛が聯柄の経緯をひとりでに歌う」という、グリムとベヒシュ

タインに共通する要素を取り入れている。「兄」と「弟」が「王座を争う」設定をグリムから、「花を

見つけた者が王座につく」設定をベヒシュタインから採用しているが、争うのは共に肉親である兄弟・

姉弟である。グリムでは、森の中で出会ったこびとが、イノシシを退治するための照い槍を弟に与え

る。森の中で出会った「こびと」という他打･の応援を得てイノシシを退治する。ベヒシュタインでは、

骨を見つけ、笛を作るのは羊飼いの少年で、儲の歌を歌い広めるのは騎士の楽士である。ここでは

｢笛をつくる」と「歌を広める」の役割分担がなされている。

ベヒシュタインの「i災きの歌」では、祝祭の場ripにおける帝楽や鰍の描写が印象的である，ハープ

やテインパニ、フルートやツインベルンによる楽器の歓声があがり、倣い手たちの合唱が崇高に響く。

マーラーはベヒシュタインのこの文章から、音楽化への強い気持ちを持ったのではないかと思われる

ほどである。実際、マーラーの《嘆きの歌》の初稿では、ハープが6台も用いられている。

結末はそれぞれ異なるが、グリムでは、加'‘辱者である兄に生きたまま水中に沈める「刑罰」が加え

られるのに対して、ベヒシュタインでは、弟は王座から転がり蒲ち、顔を床で強打し、母である老王

妃の腕の中でp､絶える。老王妃自ら笛を壊し、それからは「嘆きの歌」を誰も聴くことはなくなった。

マーラーは、結末を「Vい城壁が崩れ藩ち」「広間の光がiiljえ」としている。この簡所は、ヴァー

グナーの《神々の黄昏》の結末、ヴァルハラ城の炎上を連想させる。「至る所にヴァーグナーの響き

が感じられる」と、ベートーヴェン賞の審査員たちが疎んじた理山のひとつであったかもしれないが、

マーラー自身は、「学校IIf代の作品は、まだ他に倣って作III!したものだが、《I災きの欧》はじめそれ．

以後にできたものは、非附に『マーラー的』、つまり刺激的でことごとく僕本来の‘|'|皇蘭が刻印されて

いる」'1）と語っている。

4．《嘆きの歌》における少年の声の存在と意義

(1)少年ソロと少年の声演奏の部分

マーラーが《I塊きの鍬》においてどのように少年の声を起用したかを、初稿と肢終稿を比較した対

照表にまとめたものが~|､記である。最終縞においては第1部が全カツ|､され、第2部、第3部では、

歌詞も改訂されているので、その箇所は［］で示した。使Ⅱj楽諮は、DasklagendeLied.

Erstfassungindi℃iSatzen(1880)furSoli,Chor,groflesOi℃hesterundFernoi℃hester.Wien:

UniversalEdition1997.と、DasklagendeLiedfurSopran-,Alt-undTenor-Solo,Gemischten

Chorundgro/JesOi℃hester.Urauffiihrung,Februar1901,Wien:UniversalEdition1978.である。

’

マーラー《嘆きの歌》初稿と最終稿の比較

①マーラーは欣詞も改訂している。［］は、妓終柵の詞。

②太線|Ⅱ1みは、初稲の少年の声を改訂した部分。

③最終稲では1部が削除されているため、1部は空mとなっている。

歌詩DieDichtung 日本語訳（ﾍ在綜沢

1．Waldma1℃hen ll・森の瓶i

EswareinestolzeKonigin |あるところに誇り商い女王がいた

garlieblichohncMassen, 度をはずして可愛らしく、

keinRittcrslant!nachihremSinn, どの騎士も彼女の眼鏡にかなうものはなかった、

siewollfsioaliohassen.J彼女は彼ら1－ぺてを憎もうと思った

初棚 雌終秘

演奏荷・ペート 演奏者・パート

T-Sol〔〕
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Oweh!DuwonniglichesWcib! ｜おお、おお、お前は可愛い女！
WemblUhetwoldcinsusserLcil〕!？｜お前のけい肉体は推に花咲くのであろうか！？

ImWaldeinerotheBlunicstand.I森に赤い花が咲いていた、

ach.soschonwiedieKoniginne, ｜おお、女王のように災しい、
welch'RittersmanndieBlumcI､and. ｜その花を見つけた駒.1;が、
derkonnt'dieFrangewinnen. ｜その姉人を勝ち取ることができる。

OwehdustolzoKonigiii!Iおお、おお、誇り尚い女I具！
Wannl〕richto1･wol，（l僻iI1sl()l郷1．Si11n1？｜いつ、それは折れるのだろうか！？

ZweiBi･iiderzogenzinnWaldohin, ’二人の兄弟が様へ入って行った、
diewolltendieBluniesuchen, ｜彼らはその花を探すつもりだった、
dereineholdundvonniildeinSinn, ’一人は優美で穏和な性絡、
derAnd'rekonntenurfluchen. ｜もう一方は、悪態をつくことのみができた。

ORitter,schlimnierRitterniein!!おお騎士よ、私の1Nった騎士よ1

OliessestdudasFluchensein, ｜おお、お前は悠態をつくのを'こめなさい、
dasFluchen1 l悪態を1

AlssiesozogencineWeil", ｜さて､彼らが衝くの18]行ったとき、
(lakam(msiozumschci〔l(P、． ｜そこで彼らは別れた。
DaswareinSuchennuninImI'!野脈を大急ぎで探した

imWaldundaufderUeide!!森で、そして、荒野で1

IhrBrudermein,imschnellenLauf, ｜お前たち私の兄弟よ、纏いで駆けていって、

｜誰がその花を見つけだすのか？werfindetwold舵BlulIlc？

DerJungezichtdurchWaldundHaid',I弟は、森と野原を歩いた、
erbrauchtnichtlangzugohon, ｜行くのに反い時間を必甥としなかった、
baldsiehtervonfemebeiderWeid'iまもなく彼は遠くから柳の側に見つけた
(l舵roteBlumcstoh'11． ｜赤い花が立っているのを。

｜それを彼は巾II子に推し込んだ、DiehateraufdenHutKcsteckt,

unddannzurRuhesichhingostreclU,jそしてそれから休むために寝そべった、
z u r R u h ' ! ' 休むために！

Del・And'reziehtimwildenHang, ｜一方は荒れ果てたIll)世を歩いて、
umsonstdurchziehtoi．dieIlaide, ｜原野をあちこち歩き回ったが無駄だった、
undalsdei・AbendheI．niedersank, ｜そして日が沈むとき、
dakommterzurgrunenWeide! ｜彼は緑の牧場に来た1

Owehwenerdortschlafendfand,]おお彼は誰が眠っているのを見つけたのか、

dieBlunieamHutamgrunenBand!!緑のリボンで鮒1子にｲを結びつけられた1

DuwonniglicheNachtigalliお前は可愛いナイチンゲール
unciRothkehlchenhinterderHecken,'そして茂みの陰のコマドリ、
wolltihl・miteuremsussenSchall lお前たちの甘い轡きとともにお前たちは
denarmenRittererwecken!!哀れな騎士をPI覚めさせる！

DurotheBlumchintor'mI･hit,iお前は州子の陰にがい花、

dublinkstundglanzestjawieBlut!iお前はきらめき、そして脚(<、今べ'血のように！

EinAugeblicktinwilderFiでnd',!目は荒々 しい喜びに煙めき、
dess'Scheinhatnichtgelogen, ｜その目の郷きば嘘をつかない、
einSchwertvonStahlglanztihnizurSeit',j鋼鉄の剣は腰に洲(く、
dashaternungezogen, ｜彼は今やそれを抜いた、
dasSchwertvonStahl!1鋼鉄の刀を1

DerAltelachtunter'mWeidenbaum, ｜兄は柳の木の下で笑う、

｜兄は！〔lerAlte1

DerJungelacheltwieimTraum. ｜弟は、夢の中のように微笑む。

IhrBlumen,wasseidihrvom'1,hauso!お前たち花よ、何故そのようにJRいのか？
schwel･？

Mirscheint,dassindgar'I,hranen!i私には全く振のように見える1
IhrWinde,waswohtihrsotraurigdaher,iお前たち風よ、何故そのように悲しく吹<のか、
waswillcucrRauncnundWalmen？ ’何を畷き思いこむつもりなのか？

ChorTB

Ba1.-Solo

T-Solol,T-Solo2

Chol、A’1，B

'r-Solo

Bar-Sol(）

ChorSA’1，B

ChoI・'1，B

ChorSA’rB

2B-Soli

2B-Soli.'I,-Solo

ChoI、SATB

S-Solo・ChorSATB

S八’1，11‐S()lo

Cl,()l・SA'1，B

Ch()1．sA’1，B

S－Solo

S－Solo

S-Solo

Ch〔)1．sATB

Ch()rSA’1，B

A－SOl(）

A－S()l(）
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ImWald,aufderaltenHaide, ｜「森の!'1で、緑になる原野
dastehteinealteWeid

2．DerSpielmam

Beim帆reidenbaumimkUhlenTanI】

daflatten!dieEulenundRaben,

[daflatterndieDohlenundRaben,

daliegteinblondei・Rittersman
unterBlatternundBliithenvergraben

Dortist'ssolindundvollvonDuft,

alsg'iengeinWeinendurchdieLuft
0Leide,weh!oLeide

[OLeide,Leide!OLeide!

EinSpielmannzogeinstdesWegesvorbei
[EinSpielmannzogeinstdesWegesdaher
dasahereinKnochleinblitzen,

Erhobesauf,eswarnichtschwei

[erhobesauf,alswar'seinRohr]
wollt,，sichcineFl6ted，rausschnitzer

OSpielmannlieberSpielmannmein
Oliessest,dudasFl6tenseiI

[daswi】､I Cl、 seltsamSpielensein!
Leide,wehoLeide

[0Leide,weh'!0Leide!]
DerSpielmannsetztdieFlotea

undla/itsielauterklingen.

OWunder,wasnundabegani】

WelchseltsamtraurigSingen!

Esklingtsotraurigunddochsoschon

wer'short,dermcichteweinengeh'n.
[Wer'short,dermochfvorLeidvergeh'n!
OLeide,Leide,weh

[OLeide,Leide!

,,AchSpielmannlieberSpielmannmein,

dasmufiichdirnunklagen.
UrneinschonfarbigBlumelein
hatmichmeinBrudererschlagen.

ImWaldcbleichetmeinjungerLeib,
MeinBruderfreiteinwonnigWeib!
OLeide,weh,oLeide!
[OLeide,Leide.Weh!]

DerSpielmannziehetindieWeil',
la/Jt'siiberallerklingen.
Achweh,achweh,ihrliebenLaut',

wassolldenncuchmeinSingen1？
W〔〕h1Weh1Weh1

HinaufmussichzudesKonigsSaal,
hinaufzudesKOnigsholdemGcmah1？

WassoildenneuchmeinKlagen.
OLeide,weh,oLeide!

|そこに一本の柳の古木が立っている。

2．吟遊時人

涼しい森の柳の木の側に、

駒と烏がﾙんでいく

[コクマルガラスと烏が飛んでいく］

そこに金髪の騎士が横たわる

虹花の下に埋められて

そこには隠やかな薫りが満ちて、

池き7吋が肌の'I'を通っていくかのように‘

おお悲し、おお、おお悲し

[おお恋し、恋し、おお悲し！］

吟遊詩人がその道を通り過ぎて行った、

[吟遊詩人がその道を通った］

彼は小さなｻi'i'が光っているのを見つけた。

彼はそれを拾い上げ、重たくなかった、

[彼はそれをパイプのように］

彼はそれで笛を彫刻して作るつもりだった！

おお、吟遊詩人、私の愛する吟遊詩人

簡を作るのはやめてくれ。

[それは不思織な笛になった：

おお悲し、おお、おお悲し

[おお悲し、おお！おお悲しい！］

吟遊詩人は筋をあてがった

そして大きく11ﾙらした《

おお不忠砿、何かが今や始まった

何という不‘恩鍍な悲しい歌

そんなにも悲しくそんなにも美しく鳴り響いた、

それを聴いた者は泣いて立ち去りたくなる

[聴いた者は悲しみのあまり死んでしまう］

おお悲し、悲し、おお

[おお恋し、悲し!：

ああ、吟遊詩人、愛する私の吟遊詩人

私は今君に所えなければならない。

一本の美しい花のために

私の兄は私を打ち殺した

森の中で私の浩い肉体は色あせた

私の兄はかわいい糞に求蛸した

おお惣し、おお、悲し

[おお班し、悲し・おお！］

吟遊詩人は遠くへ移動し

至る所で聞こえるがままにさせた《

ああ、おお、ああ、おお、君たち愛する人々よ

私の歌が君たちに何の役に立つのだろう15

おお、おお、おお！

私は王の広間へ行かねばならない

正の可愛い蕊のところへ！？

,私の響きがいったい何になる

おお悲し、おお、おお悲し’

3.Hoc h z e i t s s t i i c k i 3 .鮒礼の商楽

VomhohonFelsenerglanztdasSchlo/J,!il'fiい岸確に埋めく城、
diePaukenerschallenundZinkeniコルネッl､やI､ランぺｯﾄが鳴り響く。
erschall，n．

DortsitztdermuthigenRitterTro/3,jそこには恥敢な騎士のお供が、
dieFi･aunmitgoldenenKetten. ｜女たちは伐金のネックレスを身につけ。

WaswillwolderiubelndefrohlicheSchall,i歓轡の再ぱしい響きは何だろうか、
WasleuchtetundglanzetimKonigssaal?!i王の広間は何と郷き、埋めいているのか！？
OFreude,heia,Freude! lおお喜ぱし、おお、喜ぱし！
[Heiah!Ileiah!Freude!Freude!] ｜［お才:!おお!割まし!喜ぱし!］

Chor′rIヨ

A-Sol（

Bi'1.-SOI，

A-Solol,2

S-Solc

A-Sol（

Chorl

Cho1、SA’1，1

S-Solol,2.

T-Sol（

A-Sol（

S-Sok

C h o r S A T I

Knabe-メ

ChorATI

A-Sol，

Chol・SATI

Chol・SATI

ChorA’

ChorS／
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’
A-Sol〔

T-Solc

SA’1,-Solo

T-Solc

A-Sol〔

C h o r S A T E

T-Sok

A-Solo,T-Solo
A-Sol（

S-Solc

AT､Sol（

A-Sol（

C h o r S A T E

A-Sol（

ChorSATE

C h o r S A T I

S-u,AT-Solc
C h o r S A T I

|↑’
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U､(lwciβtdu，snicht,warumdicFreud'？｜そしてお前は何故知らないのか、この喜びを？
llei!dassichdir'ssagenkann!Iはい！私はおlidにi活すことができる1
DieKoniginhaltHochzeitheut'1女王は今11緋’W式をあげる
mitdembraunenRittersmann!I若い騎士と1

Sehthin,diestolzeKonigin! ｜見てごらん､あの誇り刑い女王を！
Ileute'brichterdoch,ihrstolzerSinn,|彼女の誇りiWiい好みは今1:1研れる、
OFreude,heia,Freude! lおお灘ぱし、おお、脚ぱし1

WasistderKonigsobleichundstumm!|王は｛mI故無汀でI'lざめているのか！
[SiehtnichtdieGastestolzundreich.]I[誇りtU]く金持ちの群を兇ず］
[siehtnichtderKoniginholdeSchone!]i[女王の持つ美しさも見ず!]
WasistderKonigsobleichundstumm!i王は何故無冨でI'l-ざめているのか1
WasgehtihmwolimKopfeherum？ lf.Iが彼の蝋の't'を巡っているのか？

EinSpielmanntrittzurTiireherein. ｜吟遊詩人が扉から入ってきた、
WasmagswolmitdemSpielmannsein!？｜吟遊詩人に何のﾊlなのだろうか！？
OLeideweh,oLeideweh!iおお悲し、おお、おお恋し、おお！

,,AchSpielmann,lieberSpielmannmein,jああ吟遊詩人､私の愛する吟遊詩人、
dasmu/Jichdirnunklagen! ｜私は今や芯にこのことを脈えなければならない1
Umeinschonfai,bigBlumelein l美しい一本の花のために
hatmichmeinBrudererschlagen!|私の兄は私を打ち殺した1

ImWaldoblcichtmeinjungerLeib!i森の中で私の若い肉体は色あせた1
meinBruderfreiteinWonnigWeib! ｜私の兄はかわいい女に求硲した！
0Leideweh,oLeide!" ｜おお悲し、おお、おお悲し1

AufspringtderKonigaufseinem'1,hronI王は王雁からi¥び上がり
undblicktaufdieIlochzeitsrund',Iそして僻礼の州を眺め波した、
erundnimnitdieFloteinfrevelndenii彼はそして不作法に袖を取り
Hohn

l自分の口につけた，11ndsctztsieselbstandenMund・

OSch1℃cken!Wasnundaerklang!!おお怖ろしい、今や何が|M1こえてきたのか1
HortihrdicMare，wUstundbang1？｜聴いて下さい、タピの恐怖の活を！？

AchBruder,lieberBrudermein!iああ、兄よ、私の愛する兄よ1

Dasmussichdirnunklagen! ｜私は今やあなたを訴えなければならない！

[Duhastmichjaerschlagen!] ｜［あなたは私を打ち没した!］
NunblastduaufnieinemTotenbein!j今あなたは私の殺した足を吹いている1
Dasnu/{ichowigklagen! ｜私は永遠に訴えなければならない1
WashastdumeinjungesLeben lなぜあなたは私の苫い命を

dem'1,odeschongegeben!I死に既に'iえたのか！
OLeideweh.oLeide!Iおお恋し、おお、おお悲し！

AmBodenliegtdieKonigsGemahl. ｜女王は床に崩れ藩ちた。
diePaukenverstummenundZinkern,|太鼓やｺﾙﾈｯﾄは11ﾙりやんだ、
MitSchreckendieRitterundFrauenI恐怖で騎i:と姉人たちは逃げ去った、

flieh'n,
(liealtenMauernsinken． ’古い城雌はⅢ|れ蕗ちた。

DieLichtervorloschenimKonigssaal!i"I弓の広miの光は↑i'iえた1

WasisteswolmitdemHochzeitsmahl!?|紬幡式の食ﾘ『はどうなるのか!？
AchLeidc1 ｜ああ、悲し！

A-Solo,T-Solo
A－Solo

C h o r S A T B

A-Solo

SA－Solo

AT－Solo

SAT－Solo

ChorSA’1，B

C h o r S A T B

A-Solo

" “… B C h o r S A T B

KnabenstimmeS

Knabe-A

Knabe-S

Knabe-SA

T-Solo,B-Solo

C h o r S A T B

Knabe-S

C h o r S A T B

A－Solo

C h o r S A T B

Bar-Solo

A-Solo

A-Solo

*Womoglich
du1℃heine

Knabenstimme

auszufUhl･en1

C h o r S A T B

ChorSA’1，B

S-Solo

C h o r S A T B

T-Solo

Chol・SATB

T-Solo

初稿では、少年の声は、第2部と第3部で演奏を受け持っている。第1部に少年の声の出番はない。

なぜなら、骨の笛はまだ出来ていないからである。

第2部で、吟遊詩人が作った骨の笛に口を当てると、笛は美しく鳴り響き、ひとりでに歌い出す、

｢ああ、私の吟遊詩人よ、私は今君に訴えなければならない、1本の美しい花のために、兄は私を打

ち殺した、森の中で私の若い肉体は色槌せた、兄は可愛い女に求婚した、おお悲し！」という笛の歌

を少年のアルト・ソロが歌う（対照表参照。太字無線で,枠を囲んだ部分)。
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第3部では、吟遊詩人が'卜|･の笛を携えて王の広間に入ってきて、′'1･の笛が同じ歌を歌う。ここでは．

ソプラノ・ユニゾンの少年の声が「私の吟遊詩人」と呼びかけ、少年によるソプラノとアルトのソロ

が続く（対照表参照)。筋{ﾂﾂした王が王座から飛び上がり、骨の笛に'二Iをつける様子を混声合唱が歌

うと、少年のソプラノ・ソロが「愛する兄よ、私はあなたを訴えなければならない」と切々と歌い始

める。そして、この大規模カンタータの最後を、少年のソプラノ・ソロが「ああ、悲し！」と一声で

締めくくるのである。少年ソロが受け持つ役割は大きすぎるほど大きいと言わざるを得ない。

殺害された弟の年齢は、いずれの作品においてもはっきりと記していないが、まだ少年といえる年

頃であったことは想像に難くない。ベヒシュタインの「嘆きの歌」には、"I<記の記述がある。

羊飼いの少年は、′i'i'に2，3の穴を空けました。そのようにして、1つの小さな笛を作りまし

た。そして、羊飼いの少年は、唇に当てて吹きました。

その時、骨から、ああ、無限の悲しい苦痛を訴える音が流れIllました。それはまるで、骨の笛

の中で、ひとりの泣いている子どもの声が歌っているかのようでした。その結果、羊飼いの少年

は、自ら泣かざるを得ませんでした。それにも拘わらず、吹くことをlこめることは出来ませんで

した｡'2）

骨の笛が歌う声は、少年の声であらねばならない。マーラーは当然のこととして少年の声を起用し

た。《I嘆きの歌》において劇的な効果をあげるためには少年の声が必要であった‘，

(2)繰'〕返された改訂

それでは、初演で使川された岐終稿はどのように改訂されていったのか、引き続き対照表に従って

見ていく。

マーラーは1893年にハンブルクで第1部を削除した。改訂版は「吟遊詩人」と「婚礼の音楽」だ

けになり、これは1902年に出版された｡'3）

1898年9月から12月にかけての改訂では、以前に取り除かれた舞台裏のオーケストラが復原され

た。最終稿においては、雌初の「骨の笛の歌」である少年のアルト・ソロは成人女性のアルト・ソロ

に、2度目の「'汁の歌」であるソプラノ・ユニゾンの少年の声と、少年のソプラノ．ソロ、アルト．

ソロは全て、成人女性のアル|、．ソロに変更された。ところが、その変更箇所には注として「可能な

らば、少年のソロが望ましいWomoglichdui℃heineKnabenstimmeauszufiihren!」と番かれてい

る。これは、少年の声をばっさりと切り捨てたということではなく、可能な限り少年で、ということ

である。妓後の劇的な,,AchLeide!"の少年のソプラノ・ソロも、成人女性のソプラノ．ソロに変更

されているが、この箇所も同様に、可能ならば少年のソロが望ましいのである。この改訂が何を意味

しているかというと、少年たちにソロを任せることの困難さであろう。

最終稿による初演に際しては、大人たちの合唱に対してさえ、マーラーは多大な苦労をしている。

初演の実現は、マーラーのそれまで20年間の実績の賜物であり、彼が20年の間に得た名声ゆえにこ

うした演奏が可能となったと考えたマーラーは、初演できる喜びで労を1吠わず、万全の準備を行いた

いと考えたが、様々なlｲj難が付|施していた。合唱の状態が良くないことを知ったマーラーは、独唱者

やオーケストラと合唱を合わせるために、ウィーン・ジングアカデミーに対してマーラー自身で、合
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唱の韮礎から厳しく訓練しなければならなかった。音楽的|H1題以外に、ウィーン人独特の怠惰と、合

唱団における反ユダヤ主義とも戦わなくてはならなかった。前述のバウアー・レヒナーは、1901年

2月17[Iの《嘆きの歌》の初演に|弘lして、

とくに男性卜M貝はお手上げだった。彼らは時間遡りやってこないし、けっして全員が集まるこ

ともなく、マーラーは彼らにはとっくに匙を投げていた。もし彼に献身と熱意を示す女‘性たち力

いなかったら、彼はn分のオペラの合唱団を雁っていただろう。彼は彼女たちと一緒に仕事をす

ることに、大きな喜びと真に人|H1的な満足を感じたのだった。2回目のリハーサルになると、マー

ラーの折押で歌い、彼から学ぼうとして競ってやってくるジング・アカデミーの岡員数は、最秒

のリハーサルのときよりもf>ﾘ『1*名も剛えた｡!;）

と、語っている。表現は大げさであるが、状況としては伝わってくるものがある。この場に更に少年

のソリストが必要とされ、少年の脂導も引き受けなければならないとしたら、マーラーの苦労は計り

知れなかったであろう。マーラーは、自作の交響曲のほぼ半数に独唱や合唱を加えた。従って、演奏

に当たっては、合唱団員に対する指導と配噸は欠かすことができなかった。1904年1月31日付けで、

妻アルマに送った手紙には次のように記されている。

2loj11の練習は、ほぼ思いどおりに通んだ。そして今晩いよいよ『愛の花園のばら』をやる：

昨日はﾉ､イデルベルクにいた。すてきな町だ。有名な《お城》まで遠征したよ。ほんとうに素限

らしかった。招待はかたっぱしから断っている。－｜ﾘJUは総練習だ。ハイデルベルクの少年

合唱隊はみごとだが、女声合11日はあちらもこちらもあまりさえない。独唱者たちはクレーフェノl

卜並みにうまい｡'訓

マーラーは、要アルマや、友人や、汗楽関係者に、数多くの,'ド簡の中で、演奏を共にする合唱団の

ことを、あるときは「とてもいい｣、あるときは「ひどいものだ」と頻繁に書き送っている。マーラー

の演奏活動と成人合唱及び少年合IWIとのmわりは、切り離して考えることは出来ない。

《嘆きの歌》ではないが、交郷'''1演奏に際しても少年合Iﾘ｣が参加する場合は、丹念に少年合唱の統

習をしている。1910年5月に、マーラーは、エミール・グートマン'6)に、送った下記のような手細

がある。この時は、交響曲第8番初演!”の準伽をしていた。

ミュンヘンにいるあいだに少年合"i".l-llのリハーサルを4，5Mできるよう、そして独唱者た吃

と前'1リハーサルが2，3l-'lできるようアレンジして下さると幸甚です。独唱者たちは必要な2

10日から15IJまでのあいだ、ミュンヘンでなくライプツイヒに来てもいいですね。この方がア

レンジがやさしければ。とにかく私はいま独唱者たちとすっかりリハーサルをしたいのです。

(日附なし。ウィーン、1910年5月¥18)

少年合唱けlについての日取りはあれで結椛。ただオーケス|､ラ・リハーサルのロ程を置き忘れ

てしまったので、何｢iliij砿襖するのかわかりません．正碓なリハーサル｢I程を送って下さい。
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(日附けなし。ウィーン、1910年5月下旬N19)

これらの書面からは、合唱並びに少年合唱を尊重する姿勢が窺える。マーラーに私淑していた指揮

者クレンペラーは、この交響曲第8番初演に関して次のように,!!=き残している。

またこれはほとんど知られていないが、少年合唱の子どもたちは夢中になってこの時の演奏に

参加したのである”覗年のマーラーの葬式（1911年）には、ふち飾りのついた大きな花輪が届

いていた。そこには「ミュンヘンの第8交響曲の子供たちより」とあった｡20）

このように密接に少年合II}と関わっていたマーラーが、如f-'Iなる意図をもって《嘆きの歌》少年の

声の全面的削除を行ったのかと考えるとき、演奏者が果たして作曲者が意区|している楽譜の指示通り

に演奏するのかという苦悩と葛藤があったと’思われる。バウアーーレヒナーの‘思い出によれば、次の

ような自棄ともとれる言菜を発している。

マーラーは私に、オペラの山のような仕事のために、《'礎きの歌》を出版用に仕上げることは

無理だ、と言った。「僕はその中のある箇所全部を変えなくてはならない。つまり、いつかハン

ブルクで別の形に直してしまったところを、元の稿に戻すのだ。－残念なことに、その初稿は

どこかにいってしまった。－それは、2つのオーケストラーそのうちの1つは会場の外の離

れた場所にirtかれた－を使った部分のことだ。僕は、それが決して演奏してもらえないことを

知っていた。僕は演奏が可能になるように、2つ目のオーケストラをI'iiJり、そのパートを第1の

オーケストラに移械した．今、それをもう1度見てみると、この作Milがそれによってひどく損な

われたのがすぐにわかる。また元の形態に戻さなくてはならない、－彼らがそれを演奏しよう

がしまいがね I . >

ここでは、舞台典のオーケストラを指しているのである。作曲者の立場からすると、舞台裏から聞

こえてくる楽器群の汗楽的効果の追求は譲れないものがある。しかし、指揮者・演奏者の立場からす

ると、舞台裏のオーケストラ楽器群は手がかかって大変だ、演奏者と楽器の予算が必要である。何よ

り舞台裏の演奏を舞台上と合わせるのが難しい。現代であれば、テレビカメラなどを駆使して合わせ

ることも可能であろうが、当時は客席からは見えないところに副指抑者をおいて演奏するなどの苦労

があったに違いない。減奏の全てが指揮者に任されているとすれば、演奏上の楽i譜の解釈は指揮者の

判断に任されている。マーラーが「彼らがそれを減奏しょうがしまいがね！」と、言い捨てたように、

少年合唱もまた、↑'r.城がl司じだからと、女声のソプラノやアル|､に代替されてしまうということは、

しばしば行われることなのである。この言葉からは、少年の声が、桁抑者の判断によって、女声に慨

き換えられてしまうならば、いっそ、楽譜からは削除し、「可能ならば少年の声が望ましい」という

注釈をつける方がいいと考えたことが窺える。また、成人合I偶団や成人ソリストに引けを取らない高

度なレベルの少年合唱卜1-1や少年ソリストは、望めば直ちに調達できるとは限らない。演奏者に対する

マーラーの不信に関して磯山は、「マーラーのスコアは、当時の不正確で恋意的な演奏に対する警戒

から過度に細かく件かれた｣22)と述べている。マーラーは演奏に関わる者たちを信頼することが出来
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なかった。

更に、マーラーの少年の声起用の考えが表明されているできごとがある。マーラーはウィーン国立

歌劇場で、モーツァルト《脆怖》の新演出の仕事に携わっていた。上演にあたっては、《魔笛》のお

とぎ話的要素を出来る限り取り州して表現したいと、タミーノのアリアの場面では、あらゆる種類の

けものたちを議場させるなど、新しい演出を試みた。そして、3人の少年たちの議場について、鳩に

引かれた翼のある車に乗せて、空中からふわふわと降ろすというやり方を提案した。ところが、この

提案に3人の少年を演じていた女性歌手のひとりが抵抗したため、マーラーは直ちに他の女性歌手に

変更したところ、その女性歌手が泣いて懇願したためもとに戻し、その演出で上演した。ウィーン少

年合唱団が恒例でその役を引き受けているとされるウィーン国立歌劇場においてさえ、3人の少年の

役をソプラノの女性歌手が受け持つということが成されていた。現在ではよく見られる天から降りて

くる3人の少年の議場の仕方であるが、当時としては画期的で斬新なものだった。けれどもマーラー

は、魔笛の3人の少年の役は、女性歌手ではなく、本当の子どもたち（少年）によって歌われなくて

はならないという考えを持っていた。

こうして新たに生命を吹き返した《魔笛》の成功は、大変なものだった。あらゆる人々がこの

魅力的作品の上演に押しかけた。その室内楽的に練り上げられた、本当にうっとりとさせるよう

なオーケストラの演奏は、思いがけない舞台効果とあいまって、口うるさい古参の「モーツァル

ト好き」を天にもｹ/るような心地にさせた。マーラーの動物たちは、天井桟敷席の客を驚喜させ、

長い大燥笑をまきおこし、彼は子どもっぽい喜びを味わった｡

まだ後に残された改善点として、マーラーは、子どもたちの役が（女性歌手ではなくて）本当

の子どもたちによって歌われなくてはならないこと、また何といっても夜の女王を取りかえるこ

とを挙げた｡23）

「少年の役は少年で」という強い気持ちを持っていたマーラーが、《嘆きの歌》の改訂で少年ソ仁

を削除したのには、よくよくの思いがあったに違いない。

第1部の削除は、苦渋の選択であったことだろうが、次のような疑問が残る。第1部は、物語の準

入の部分であり、2部、3部に繋がる重要な場面である。物語の発端が語られることなく、弟が殺善

され森に埋められるという1)'件の経緯の説明もなく、第2部から突然始まるのはあまりに唐突すぎる〔

予算の関係があったとしても、音楽的にも劇の構成的にも必要な場而である。よく知られたグリムや

ベヒシュタインのメルヒェンを下撒きにしているとはいいながら、誰もがこれらの物語を知っていを

わけではない．マーラーが言うところの「主要なライン」が「骨の笛の歌」であるとして、第1淵

｢森の竃話」が「肥大していて」「1人l容過多で」「多すぎる飾り」とは、とても思えないのであるが、

様々な曲折を経て、マーラーは、肢終稿により1901年2月17日に初演を行った。けれども、待ち才

びた初演は、批評家たちからは良い評価を受けることは出来なかった。

マーラーはユスティと私に、オーケストラのリハーサルを初同から密かに天井桟敷で傍聴する

ことを許可してくれた。おかげで私たちは、彼の作品に深く親しみ、そのあらゆる部分や楽器の

使い方、組み合わせ方を知ることができた。神秘的な森の雰|刑気は、私たちをすぐにあらゆる恐
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怖とi淡傑で包んだ。吟遊詩人のモチーフはとても呑気に響いたので、誰もがそこにマーラーらし

さを認めた。劇のなりゆきを観察し総括すべく、ほとんどギリシア風ともいえる自Illさと亜要性

をもって用いられる合唱、彼の熟練した音楽の扱い、そして、雷雲が威嚇するようにどんどん湧

き上がり、最後にはその1X1光が礎まじく落下するかのような、きわめて劇的な経過と全体的椛成一

それら全てが直接的な効果で迫ってくるので、それを聴くものも演奏する者も、その効果に形饗

されずにはいられないのだ。こうして、2回にわたる全曲のリハーサルとかなり多くの客を集め

た演奏会で、マーラーの作hIllは、嵐のような拍手喝采を受けた。

ただ批評家だけは、そろってそれをひどい作品とみなし、それが得た成功に大いに腹を立てて、

その翌日、その作品に中傷を浴びせた。マーラーは、彼らに逆らって、すぐにそれを次の週に脚

演することに決めた。彼は入場券の売れ行きの良さに満足感を覚えたが、そのことは、新聞がいっ

せいに掲げた中傷記事も彼の作品に何ら打撃を与えられなかったことを証明していた｡21）

直ちに再演を決めたマーラーだったが、翌週の演奏会は実現することはできず、その1年後α

1902年1月20日に、漸く再演された。1902年に改訂稿（改訂2，3部）が、ウィーンのヴァインヘ

ルガー社によって出版されたときのものと思われるアルマ・マーラー宛への手紙がある。

いとしいアルマ、わたしの光！

たったいま届いたばかりです！どうか受け取って欲しい。私の最初の作品です！私の胸のなか力

ら流れ出したこの曲が、きみの胸のなかへ粋きわたればよいがと願うことしきりです！

(1902年)*

アルマに感動的に捧げられた楽譜であったが、再演当日はソプラノを歌ったミルデンブルク26)との

いざこざなどもあって、アルマにとって演奏会は、楽しめるものではなかった(，

終わ>;に

強い‘思い入れのわりには、商い評価を受けることが出来なかった《嘆きの鍬》であったが、初桐の

自筆譜が表に出てきたことにより、初稲の3部柵成で演奏されることが多くなってきた。第1部「森

の童話」の楽諮が姓った経維をマイケル・ケネディは、

「森の童話」のスコアはマーラーの妹ジュスティーヌが保管していて、彼女はこれを,g､子アル

フレート・ローゼに伝えた。ローゼは1934年ブルノ放送で指揮し、翌年、ウィーン放送を通じ

てオリジナル版で全曲を指揮した。その後、1969年にコネティカット州ニュー・ヘヴンのトマ

ス．アンド・マーシャル・オズボーン社がスコアを出版し、1970年1月、ニュー・ヘヴンで公

開初演が行われるまで、この曲には何も起こらなかった｡2ｱ）

と、述べている。

1934年11月28日にチェコで初演放送されたのは、第1部「森の童話」のみであった。1935年4

月8日にアルフレート・ローゼ指抑、ウィーン放送によって原典版全曲初演がなされた。ローゼはそ

の後、この楽譜を私蔵し、約34年間公|淵することはなかった。後に、アメリカ議会図書節の保管と力
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り、コネティカット州のマーシャル・オズボーン社の所有となった。3部榊成の《嘆きの歌》は、

1970年にフランク・ブリーフ指揮でアメリカ初演がなされた。

時を同じくして、1969年、1970年には、ピエール・ブーレーズ指揮のロンドン交響楽団によって

演奏され、世界初のレコーディングがされた。初稿の第1部に改訂.橘の「吟遊詩人」「婚礼の音楽」

を合わせた3部からなる演奏である。3部構成で演奏されるfiiiifn'i:は、第1部の徳活によって、物語の

展開がわかりやすくなったことである。

更に、1997年録音のケント・ナガノ指押、ハレ交響楽|立l、ハレ合唱団によるCDは、初稲版によ

る演奏で、少年の声が復活しており、ボーイソプラノをウィーン少年合唱団員のソリストが受け持っ

ている。また、ウラデイーミル・ユロフスキ指揮のロンドン・フィルハーモニー筈弦楽団と合唱団に

よる1880年原典版《嘆きの歌》では、12，13歳と見られる少年のソリストが、少年のソプラノ・ア

ルト両方を歌い、最後の,,OLeide1‘‘まで兄事に歌い上げて、刀滞の拍手を受けている28'・マーラー

の初稿の意似|を理解した演奏ではないだろうかとさえ思われる出来映えである。プーレーズの演奏に

よって、第1部く森のメルヒェン〉の役削が評価されたとしたら、ケント・ナガノやウラデイーミル・

ユロフスキの演奏は、少年の声の役割を再認識させた。マーラーの苦心の改訂は、改悪であったかも

しれないという感を抱かざるを得ないのであるが、初柚の復活により、初柵と改訂柚の11連が明らか

になった結果は、逆に少年の声の斉楽的効果や必然性に'1を向けさせることに繋がった。マーラーの

改訂は、少年の声の存在の重要性を改めて問いかけたと言える。

1)Waldmarchen、DerSpielmann、HochzeitsstiickのPI本語訳は様々 あるが、本稲では全脇通して、

それぞれ「森の童話」「吟遊排人」「婚礼の音楽」とする。

2）柴田南雄『グスタフ・マーラー』（岩波書店、2010)、pp.5-6.

3)Freund,Emil(1859～1928)マーラーとイーグラウのギムナジウムで同期だった。ウィーンで学び、

1892年、同地で弁護士を|淵業した。マーラーの最も親しい友人の1人に数えられ、マーラーの弁護

士を引き受けていた。

4）ヘルタ・ブラウコツプフ薯、須永恒雄訳『マーラー11湘i集』（法政大学出版局、2008)、p.19.

5）ナターリエ・バウアーーレヒナー箸、ヘルベルト・キリアーン綿、商野茂訳『グスタフ・マーラーの

思い出』（音楽之友社、1988)、p.254.

6）同上、pp.60-61.

7)GustavMahler,DasklagendeLied.ErstfassungindreiSatzen(1880)fiirSoli,Chor,

gropesOi℃hesterundFernorchester.Wien:UniversalEdition1997.S.XIV-XV.参照

8)Kinder-undHausmarchengesammeltdui℃hdieBruderGrimm,VollstandigeAusgabeauf

derGrundlagederdrittenAuflage,1837.Hrsg.vonHeinzRolleke･FrankfurtamMain:

DeutscherKlassikerVerlag1987,S.140-142.参照

9)Neuesdeutsc/lesMarehe"伽cﾉi:nachderAusgabevon1856,textkritischrevidiertunddurch

RegistererschlossenLudwigBechstein;hrsg.vonHans-JorgUther,Miinchen:E.

Diederichs1997,S.23-30.参照

10）マーラーの台本によると、「彼は今やそれを抜いた、卵l鉄の剣を!dashaternungezogen,das
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SchwertvonStahl!」となっているが、笛の歌は「兄は私を打ち殺したhatmichmeinBruder

erschlagen」と{歌っている。

バウアーーレヒナー前掲書、p.100.

Bechstein,a.a.O.,S.26.

マイケル・ケネディ著、中河原理訳『グスタフ・マーラー』（芸術現代社、1978)、p.138.

同上、p.407.

アルマ・マーラー箸、酒田健一訳『グスタブ・マーラーー回想と手紙一』（白水社、1973)、p.276.

ミュンヘンの興行主。ミュンヘン博覧会の期間中、音楽祭の全体を取り仕切った。マーラーの交響

曲8番の初演に際しての書簡と思われる。

交響1''1第8器の初演は、1910年9月にミュンヒェンで行われた。初演の少年合唱は、ミュンヘン中

央歌唱学校の児敢350名が受け持った。

ヘルタ・ブラウコプフ著、中河原理訳『グスタフ・マーラーー隠されていた手紙一』（音楽之友社、

1988)、p.102.

同上、p.106.

オットー・クレンペラー著、野口Mill夫訳、シュファン・シュトンポア編『クレンペラー指揮者の

本懐』（春秋社、1998)、p.129.

バウアーーレヒナー前掲書、pp.270-271.

磯山雅『｢救済jの音楽』（音楽之友社、2009)、p.357.

バウアーーレヒナー前掲書、pp.219-220.

同上、pp.407-408.

アルマ・マーラー前掲書、p.258.

ソプラノ歌手。アルマとの結婚の前に恋人関係にあったとされる。

マイケル・ケネディ前掲書、p.138.

収録:2007年9月19日、ロンドン、ロイヤル・フェステイヴァル・ホール（ライヴ)、
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DieBedeutungderKnabenStimme

inMahlersBearbeitungderKantate,,DasklagendeLied"

InoueHiroko

DieKantate,,DasklagendeLied"wardascrstcWerkMahlers.ErschriebdasLibretto

anhandderMai℃hen,,DersingendeKnochen"ausdengrimmschenKindeﾉ･-undHausmarchen

und,,DasklagendeLied"ausLudwigBechsteinsNeuemdeutschenM〃℃ﾉ'lenbucﾉi.Dieerste

Fassungvollendeter1880.AbernachderFertigstellungbearbeiteteMahlerdasManuskript

mehrmalsnach.MahlerteilteindererstenFassungdem,,Knochen-Lied"eineKnabenstimme

zu,andertediesiedochinderiibei､arbeitetenFassungineineweiblicheStimmeum.Der

vorliegendeAufsatzgehtderFragenach,warurndieKnabenstimme,derinderersten

FassungeingropesGewichtzukaminderiiberarbeitetenFassungdui℃heineweibliche

Stimmeersetztwurde,wiedieseVeranderungzubewertenist,undwelchemusikalische

Wirkungdiesentf､altet.IndergegenwartigenAuffiihrungspraxiswirdtrotzdieserdm℃h

MahlervorgenommenenVeranderunghaufigdieUrfassungaufgefuhrt.DasErgebnisdes

VergleichsderUrfassungmitderiiberarbeitetenFassunglenktdieAufmerksamkeitaufdie

NotwendigkeitunddiemusikalischeWirkungderKnabenstimme.MahlersBearbeitungwirft

somiterneutdieFragenachderBedeutungderKnabenstimmeauf.
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